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戦前に於ける農村婦人開題と蜂須賀小作
争議に於ける女房団の役割

{卒業論文要約}

社会教育ゼミ‘ 4年古村えb子

問題意識と意義

ζの論文は、昭和初期の農村婦人の状態を労働過程、生活過程の両面から分析し、戦前の基本的な

暗級対立の現われである小作争議に於ける婦人の役割を明らかにしようと考え、と t<んだものであ

る。

蜂須賀農場K慢する従来の研究は旗手勲氏「北海道K於ける小作命IJ大農場の研究」をはじめ、いく

つか存在するが、婦人問題としての視点の著作は開きと bを中心として警かれた「蜂須賀の女たち J

(高橋三枝子著〉を除いては存在し念い。私はとの論文で、従来の研究K加えて、女房自の動きK関

する史実を一層明らかKするとともκ、すでに蜂須賀農場の研究Kとり〈んでいる方々に同行さぜて
いただき、合同調査を行うなかで得られた新しい資料を使って婦人を経済的側頭と生活の側面からと

らえようとした。また、築沢町の小作人の帳簿と労働日誌(農学部大学説・神田氏所有〉を分析した

ととtてよって、昭和初期の婦人の状態をより実証的K明らかκしようと考えた。史実の調査、経済分

析、生活過程の分析と分析方法が多岐κ渡るため、相互関連の不明確さが残ったと思うが、それはこ

れからの課題として追求していきたい。

表 1(t1:示されるようκ、蜂須賀農場の小作争議は何度も起きている。昭和 2生存K農場領ijが農民組合

表 1 蜂須賀小作争議のあゆみ

年 争議参加者 婆 求 要求到達点 傍 ヨ考

大正 9年 中、上層農中心 土地等級検査Vてよる小作料 若干の待遇改善 自然発生的
の実質値上げ反対

大正 15年 三百余名の小作人 凶作のため、小作料金免 7割の滅免 日農の指導
の参加

昭和生年 分譲派以外の小作 霜容と米価低落fてより 1.本年度小作料二 日農の指導
人数十名 1.小作料永久三三割 5分滅 害U5分滅 勝利

(臼農に結集する) 2コ等米基準の徹廃 2.小作料の 6割は
3.本年度小作料 6割減 8年長手紙

生納府金 3割滅
(分譲派のため)

昭和 5年 分譲派幾民の組織 1.補水設備 1.補水設備Kは適 昭和 4年の勝科
2.年賦米三割減 当念援助 K換起された
3.納府米等級の徹回

紹和 8年 白農に結集する小 凶作のため、 逆K農民総合を脱 日農の指導
作人及び仮契約解 1.小作料永久三割 5分滅 返さぜられ、幹部 員女北
徐者 2本年度小作料金免 は農場から追放

3本年度肥料代主聖典
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を骨抜きKするためKうち出して来たカッコっき土地分譲が行なわれてから、地主と小作人の対立は

ますます激化する。昭和生年の争議から、小作人側は、全国的闘いの経験にふまえた、よく練られた

要求を出してくるように念る。女第盟、青年女子部ができたのも、昭和岳年の争議からである。

ここで、蜂須賀農場のあった、雨雲量村の産業構造に触れてみよう。鋒須賀農場の前身?である華族

組合農場は明治 22年、政府の手厚い保護のもとで発足した。しかし念がら、経営が悪化し、 26年

には解散して蜂須賀農場が分立する。蜂須賀農場では、華族組合農場の失敗の原因でもあった畑作、

酪差是中心のアメワカ式大農直営方式を続けるが、当時の北海道は商品経済も、これらの作物をさばけ

るほど発達してならず、労働力を得るのも閤難念状況であったため、 ζの能営は失敗する。そして 5

千町歩もの土地を開墾するため、調懇小作人 表z 産業構成(潟竜村)

を優遇し念がら水問中心の全面的小作詩IJへと

移行する。表2VC示されるようK、明治 42 

年頃Vてはほぼ開墾が終ったとされているが、

村民のほとんどが蜂須賀農場の小作人である

雨竜町では米の生設高が農産物全体の 90%

kも念っているととがわかる。また、先述の、

「土地分譲Jをうけた農民は表3VC示される

よう t亡、一時的Kは小作人の数さえよまわる。

しかし、じき VC-5:た下まわるのは、分譲納付

米をどん念闘作の時も減免し~い念ど、あ-5:

bのきびしい条件のために、小作人K舞いも

どる農民の出るととを示している。

年次男性

大正 14年

昭和 1

z 
8 

生

5 

8 

米の生産高の割合

米の生産額
農産物生産額x100 

8 8.6 % 
8 9.5 

8 6.9 

9 6.6 

9 2.2 

8 8.1 

8 5. 1 

雨献す役場事務報告より作製

次に、北海道の一般的な農民の経済的条件について述べる。表晶に示されるように、北海道にがい

ては普からの頼母子講のようなものは少念〈、「個人J、即ち、商人資本の搾取が強い。旗手勲氏の

研究κも、蜂須賀農場では寝入K肥料代を貸りて、代り に農産物を潔いえたかれる小作人の多いこと
が指摘されている。

当時の農民の生活を、よ b 詳しく知るためκ、~知郡、楽沢町のー小作人の帳簿を、農林省、農家

経t斉調交と比較して分析してみた。 (ζの資料は、昭和 11何ミらのものだが、よい資料がこれしか

念かったので、これを使った。.)表 5~ 1 0 κ示されるように北海道にかいては収入の貨幣化率は低
〈、支出のそれは高い傾向があるのでは念いかと思われる。との ζとは旗手氏の研究でも、入会地が

北海道ではないため、貨幣支出が多い、と指摘されている ζとと一致する。表 8VC示されるようκ、

ζの農民は養鶏をやっていて、独自の貨幣源があb、また結営面積も 8町半と、大きい方なので小作

料を払ったあともか~!?の米を販売に留すことができるわけだが、経営規模の小さい小作人は、小作

料を払ったら飯米も残ら ~v>、と言われている ζ とから考えると、現金収入苦手、は、草と b などの出面

賃や縄念い念どの収入VC隈られると思われる。表?の一番下の、養鶏の収入を徐いた貨幣化率が一般

の小作人のものといえるのでは念いだろうか。貨幣源としても主重要左米をほとんどとられる小作人は

生活を最低水準設で下げ念ければ念ら念いし、低い生活水準を繍うための縫物衣どの家事労働は婦人

に蓑くのしかかると思われる。
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雨竜村役場事務報告よb作成農民層分解の傍繕点

(分譲派の増加)
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表4 借入先7J1j負債(%のみ)

北海道 青森 秋朗 山形 宮城 福島 岩手

銀 行 28.6 35.2 31.0 36.9 41.4 30.8 32.0 

産業組合 13.6 7.8 10.0 9.6 7.2 6.4 8.0 

頼母子宮簿 2.5 17.7 25.0 9.7 5.0 4.1 16.0 

{悶 人 39.岳 28.5 25.0 37.6 39岨6 51.3 36.0 

其 他 15.9 10.8 9.0 6.2 6.8 7.晶 8.0 

計 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 

「北海道農山漁家の負僚J(下) TAZ 
(北海道農会報、昭和11年11月号、 p4)

貨幣経演の浸透

表5 昭和11年度

区 分
金府県平均 (273戸) 北海道調査戸数(6戸)

自 f乍 自小作 小作 ~ f乍 自小作 小イ乍

総収入 (円〉 1.441.340 1.487.090 1.396.720 1.7 1 8.0 5 0 1.363.81 0 1.313.630 

貨幣化率(%) 68.930 61.270 49.300 

支出総額 (円〉 1.253目030 1.325.950 1.295.210 1.358.190 1.122.150 1.1 3 8.6 2 0 

貨幣化家〈必) 67.010 58.060 49.730 66.200 69.400 65.500 

表6 昭和 12年度

区 分
全府県平均(279戸〉 北海道調査戸数(6戸)

自作 自小作 小作 自作 自小イ乍 小作

総収入 (円) 1.639.760 1.601.560 1.584.070 3.937.5 1 0 3.991.7 70 2.864.930 

貨幣化率(%) 68.680 6 O.岳90 52.160 57.600 55.600 53.300 

支出総額 (円) 1.338.140 1.348.710 1.3岳0.870 3.216.930 3.149.190 2.526.750 

貨幣イヒ率(%) 66.400 56.岳60 48.840 47.300 45.900 51.100 

(注)農林省農家経済調査より作成

表?の注

米1. 上段本年度分とれた作物の販売高
労賃と卵鶏を徐いた現金収入

※岳.

下段昨年度分 P 
O 

米 2. 借金受取 X:XT段はよそからのもらい物を換算した

※ 3. 借入金
もの。
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乙の薬沢町の小作人の、

今度は労働日誌を使って

婦人の状態を分析してみ

た。表11 vc示されるよ
うf亡、労働の蔀では、婦

人は播種、除尊などの手

労働、男性は排水管獲、

翼物念ど、一定の能力を

要求される仕事を担当し

ているととがわかる。ま

た労働時間は婦人の方が

長〈、との中Kは育児が

入っていないので実際は

もっと援は関〈と思、われ

る。をた、婦人の方が多

〈、他家の手つだいに行

かされている。生活面で

は、表12VC示されるよ

うに、男性は、部落の集

まb念ど、出かける機会

が多いのにくらべて、婦

人は出かける機会も念〈、

冬も縫物をして過どすの

が一般的と忽われる。

また、小学校の出席率

からひ婦人の地位をみる

ととができる。表 l晶~

1 5 VCよると、尋常科、

表? 細沼家の家計分析

昭和 11年

現
農
1 740.5 50 

事
〈ζ

物
タし
224.6也8

収
農事長
273.130 

貨
678.330 

幣
労

63.230 
入 賃

預
518 

金
臨

* 10 
の 時

2 

* 50 8 

現金計
1965.198 

A 

部
現金計

1592.69 
B 

総収入C 3557.888 

C 8 晶 4.8~

重ま 現物 2226.07 
産
総
現金 438.08 額

現 卵・鶏 261.53 
金
奴
*晶 35.6~ 入

卵鶏の収入
3 7.4~ 

を除ν決ャ/c

単位(}1m)

昭和 12年 紹和 14年 昭和 15年

1968. 2 8 ~島 3. 1044.75 
、

354.73 299.0 172.5 

219.41 383.5 1950.2 7 

82 9.9 ~島 1123.8 1509.44 

5O，98。1な 106.55 35.65 
2.0 8.6 2.3晶

677.62 700 180 
285 470 

也5

30 

2331.19 3182.0 1217.25 

2139.92 2322.4 5 4147.7 

晶岳 71.11 5504.45 5364.94 

4 7.9~ 42.2~ 7 7.3~ 

2431.63 3209.33 1905.5 

494.86 岳85.61 757.66 

214.晶1 192.51 58.96 

晶1. 9~ 36.8~ 7 5.5~ 

晶 3.1~ 3 8.7~ 7 6.2~ 

小作
田昭和 11・12年 8町4.5反
昭和 13・14年 8町?反

高等科共t亡、女子の、と〈に一年を通しては農繁期、年次男IJでは昭和4年、自主手の菌作の時の女子の

出席率は馨るしく男子κ比べて下まわっているととを示している。
当時の手労働中心の技術段階と家父長制の中で婦人は労働と生活の商衡から庄迫をうけている。

次に、具体的に争議の問題に移るo昭和岳年からの争議で臼農北務は会菌の闘いの方針K学んで、

争議屈の中セ女房間を結成するよう指導する。女涛団は、争議団幹部の夫人等が中心と念って、農場

長κ対しての交渉を何波Kもわたって行う。また、青年間の執行委員Kも女子青年がー名人b、女子
青年は、青年女子部を作る。との争議は、創意あふれる醜いの中で勝利するが、そのあとも青年女子

部はお農北聯青年部の指導のもと、情勢討論などの研究会や、婦人独自の活動をつづける。昭和 8年

の、凶作tてよる争議では、はじめから争議団婦人部を結成し、今度は前回よ bもさらVC綴密に方針を
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表8 細田家の家計分析一昭和 11年度一

〔収入の部〕

水稲 飼野菜料、 玉子、鶏

現金 11.600 261.530 

現物 164.950 3.050 

表9

く家計支出〉

家呉、
飲食 交際

とま物

現金 20.680 42.320 56.960 

現物 153.600 7.700 

噌好 娯楽 諸掛

現金 1.280 1.500 2.岳20

現物 1.250 

(注〉飲食物で貿っている主念もの

。魚、豆腐、油揚、内

富十

273.130 

1 68.000 

衣服

48.510 

家事雑

33.530 

。油、酢、砂糖、ゴマ、煮ニF、正池

単位:円

決算外収 くりとし
入(さき箆 出面賃 借入金 分の米の
受取) 飯 売

51 8.000 10.000 50.000 678.330 

光熱 衛生 教育修養 冠婚葬祭

21.690 6.300 

計 交際費X100
計

239.360 

1生.2%

162.550 

自給しているもの
。米

3.170 1.000 

交際費の貨幣支出
貨幣支出XIOO

23.8% 

。リンゴ、菓子、ダンコ¥スイカ、溺カス

。ウドン、ソパ、ダイコン、ミカン

。馬鈴

。野菜

。ミソ、漬物
。麦

決める。幹部で構成している 表 10 ーさ当証寺の農民の生活一

対策委員会で決めた方針を嬬
?p知郡栗沢町一小作人の家計簿K基いて

人部が行動方針K鍛密化して、 。収入の貨幣化率

交渉、カンパ活動を行念う。 全国 との例 北海道

対策委員会K婦人を入れるよ 昭和 11年 49.3 % 44.8 % 

う北聯からの指導はあった。 1 2年 52.16% 47.9 % 53.3 % 

対策委員会K入れることは鳩
。支出の貨幣化率

人Kとって、重要念 ζ とであ
全国 この例 北海道

ったが、実際Vては家事をも背 昭和 11年 49.73% 生4.8 % 65.5 % 

負う婦人Kとってはむずかし 1 2年 48.84% 47.9 % 51.1 % 

かったようだ。青年女子部も、
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表 11 作業別労働力集計
単位は日(のべ日数)

昭和9年 昭和 10年 昭和 12年

男 女 男 女 男 女

諸準備 18 s 水田堆肥出し 8 1 

耕 8 7 聴修し 2 

敷地 l岳 13 水田耕 s 
播種 5 6 用水掃除 0.5 

播秩 2 2 4 ハローかけ 6 

施ijE l 1 5 あらこ念し 晶

中耕除草 20 28 24.5 28.5 整地仕上 岳

睦草刈 ? 17 晶 7 実蒔 8 

駆除 2 s 畦草刈 4.5 B 

排水管理 4 1 やっき 0.5 岳

刈取 14 l晶 9 9 さし萄 1 2 

脱穀調裳 22 22 8 8 横っき 生

その他 8 岳 一番除草 12.5 

虫駆除 8 z 
持昭和 9年の時点で ニ番徐尊 2 10 

男 28才女26才幼児 1人 一
11 8 5 

ひ切り 6 8 

はさ木たて 2 

表12 役割分担 表 13 労働力年計

昭和9年 昭和11年 昭和四年
農事 家事 その他 計

努 女 男 女 男 女

。音轄のあつまb23.2 2 35 日 25 8 
昭9 男 193.8 111.6 305必

秀咋 女 179 122.7 301.7 

他球の手フだい 30.6 36.0 2~島 32.5 15.5 35 

砂利運 7.5 13 5 
赤昭部10 
男 158.5 161.6 3201 

女 202.3 137.3 .晦 339.6 

。買物 10.7 。14 z 9 8 
。遊び 22.2 12.1 16.5 14.5 26 19 

秀昭咋u 
男 221.5 7.1 78.6 304.2 

女 184.5 93.8 53.9 332.2 

わら仕事 38 30 37.5 26 陥15 男 205.4 8.4 50.9 264.7 

ぬいもの 58 8 手咋 女 198.2 34.2 41.5 273.9 

。は臼数でな〈間数 *女の方K記入の念い臼が多〈、
他し昭和9年は日数 そのような時、労働していない
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表1晶 尋常科・児童出席歩合 雨竜村尋常小学校

係
100 大正 1晶年

98 
男-591-5321859%F 6 

男
昭和8年

96 f番
94 女 100 女官5892官出 12.2%

92 98 

90 96 男

88 
男一57-048214.7qdF s 9晶 ...... 、 ノ~・・・・女

84 92 

82 女議 8.6% 90 

jヲ 1234567  9 10 11 12 月I 1 2 3 4 5 6 7 9 10 11 12 

係
紹芳~7ë年 係 昭和4年

100 男 100 

98 98 

テメトfづ296 96 

94 9晶
男!!1

92 
23.9% 

女 92 岳89

90 女一384+4一718=1z59d F 6 90 女-580-95t18.79qF 6 b 

jヲ
1 2 3 4 5 6 7 9 10 11 12 

月 1 2 3 4 5. 6 7 9 10 11 12 

係 昭和z年 12856  係
5号512= 23.4 昭和5年

100 
総領

98 女466ココ 13.5 98 
主号

96 
努 96 

/女
94 94 

男2429E4h z nu"・%
92 92 

90 90 女主48主7LZZ15.2qF 6 

月 1 2. 3 4 5 6 7 9 10 11 12 1 2 3 ~島 5 6 7 8 9 10 11 12 
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係 昭和8年 % 
100 昭和由主手

98 98 

96 96 
5号

94 94 

92 女 92 
73 89 90 女 511=14.3~略 90 女49022182qs

月 123 生 5 6 7 8 9 10 11 12 月 1 2 3 晶 5 6 7 8 9 10 11 12 

¢ % 

100 昭和?年 昭和10年

98 
努

戸、会
男

96 
女

96 A女
94 /場=23婚
92 

90 90 女一410一698口 21.4%島

月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 

% 

100 

98 
昭和 8~手

96 

94 

男

92 

女

90 

。鼓淳書容は 99.7 2 % 
。数字〈パーセンテージ)は高等科進学率

。雨需主村役場事務報告よb作製

1 2 3 岳 5 6 7 8 9 10 11 12 

。。



表 15 関献す高等小学校出席率

100 大正 14年 昭和8年

98 100 

96 98 

94 
男

96 

92 女 94 

90 92 

88 90 

86 88 

84 男14.7%

82 - 女 8.6% 84 女18.5労

80- 82 

88 80 

1 2 3 4 5 6 7 9 1011 12 112B  4i  6791b11 12 

100 
昭和元年

叶とれパ
昭和4年

98 
11男96 

96 
女 94 

9 92 

92 90 

90 主号 88 

88 86 

86 8も

84 82 

82 女12.5% 女13.7%

80 男25.3% 78 男23.9%

78- 76 

123 岳 5 6 7 9 10 11 12 123 岳 5 6 7 9 10 11 12 

100 
紹和2年 昭和5年

98 
女

叶¥96 男 98 八 ，女

94 96-1 、〆~ ¥. I I男
92- 94 

90 92 

88 90 

86 88 

84 86 

82 女 13.5% 84 女15.2%

80 男23.4% 82 男27.5%

78司 80 

123岳 5 6 7 8 9 10 11 12 
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昭和8年 昭和9年

96 

100 事晶

98 1)2 

96 男 90 kパ f¥/ .女

9~島 女 88

92 86 

90 84 

88 男 14.3~

86 女 23 揺 80 女 23.1~

8生 78 

82 76 

門ーナ
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1112 112345678  

昭和7年 1-フペ 紹和10年

100 92 

98 90 

96 88 

94 86 

92 8も

90 82 

88 80 

86 78 

84 

82 男20.3~ 74 -1 ~号 23.3~

70 72 

1 2 3 4 5 6 7 8 91011 12 I 1 2 3 4 5 6 7 8 9 1011 12 

次¥〈~:Î r¥ ¥A/¥ 
バーセンテージは高等科への進学芸名

雨竜村役場事務報告より作成
92 

90 

¥ I ，女
86 

8岳

82 

801 女 15.2~
78 男24.3係

76 

1 2 3 'も 5 6 7 8 9 101112 
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表16 争議参加者の萄積と反収

指導者名前 面積〈反〉 反収7(石年) 
昭和

指導者名前 iii穣〈反) 反昭和収(?石年) 

西尾察対E 29.6 1.393 .庄日 昭和8年争議参加者

前 JII正治 51.5 区豆豆.~ 中村梅芳 16‘? i0.9501 

白湯竹次郎 44.3 @IIT).白羽 古関盛治 25.7 10.556i 

岩国文官 37.5 1.480 • 1.3岳生 島山浅次郎 20.4 |0.815i 

昭和晶年、昭和6年争議参加者 松平苦手作 15.1.21.9 : 37.0 1.460 • 1.005 

藤崎竹次郎 34.3 1.374 • ~ 松王子市次郎 20.3 i1.050 i 

島崎貞次 25.2 ~，庄司 泡回正作 19.3 1.250 

林 コア 22.3 1.196 佐々木千慌郎 18.2 i0.9501 

渡辺権平 25.晶 在日 立崎由抑E 30.0 i 0.8501 

井中 対E 19.6 匹目 辻井石次郎 21.6 

寺山女次郎 36.5 住盟主」 野原常次郎 41.4 |0.533i，~ 

松平薬療 5.1: 6.9 匹目.11.0931 野原勇治 21.4 |0.910i. 1生01

永長敬太郎 37.1 高橋広治 33.5 1.1 4 4 ， 1.0 5 8 

片桐繁対B 22.2 1.371 佐々木市次郎 25.1 1.144 

大窪いと 22.2 戸石工l 岩田与作 21.8 

11 親松 22.8 匹到 岩田ちょ 17.2 10.9991 

広長与四 19.8 1.085 岩国管次 22.5，21.8 : i 0.980|，~ 岳4.3

長谷市平 20.9 自芝日 藤井孫太郎 27.6 

佐々木重畑E 25.1 
1・11生〆10.9741 高橋蔚対E 岳2.2 1.325 

1.6.30.4 大窪猪次郎 22.7':-68:8 匹:ID:1.485 伊藤伊作 22.5 1.223 

昭和生年争議参加者 南伝三郎 13.6 

山下興太郎 26.1 [ITill 鬼 E支援f伏郎 19.6 1.406 

広長竹次 19.3 11.02到 藤田福太郎 16.8 1.382 

横島友八 25.3 目玉訂 藤田竹次虫E 12.1 1.539 

上月弥作 20.1 1.166 星野豊太郎 75.5 1.1 0 1 

芳本音ー 20.0 1.269 星野啓在エ門 22.2 0.993 

(注)。反i択をにコで囲んでいるのは平均以下のと ζろ。

。皮収で数字がzつあるのは土地を 2ク所耕作している人。
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表 17 華完成関係国

Oが争議参加者

戸籍及び聞き取りから作成

作新

よ

i
l
木

一

飽

を

i
l
々

之

官

一

佐

新

新

円
。
。
吋
J
J

鶴
ト
せ

M
M
M
J

井

i
走

り

!

辻

佐

プグお

剖

U電

-t:; 

西尾滑子(1包自の争議が

11 終ってから〕

広長与四「広長菊治郎

ませ I 0 
」広長竹次郎

11 
トキ

t: 
11 

f!? | 
岩自ちょ

11 
岩a長次郎

Cグループ

Aグノレーブ r野原勇治

l トメ

野原定次郎 十 11 
。III-----L 野原糊

-EL「「。健司 辻井石次郎ハツエの母の

11 2度尽の夫

前JilIE治 i ハツエ Dグループ

lトー~初予 福島吋

ト 1_ 開成 トーモ
以上月!静子軍基号 Jト一一通鳥友八(I日開〕 。
11 ミノ 11 r糊清一

〔亡)玄関ヨト L 吉岡重量治

11. よ月F--f月十郎



青年間の一員として活臨した。

ζの待の争議は未曽有の弾臣と作戦の失敗で敗北する。(r農民とともvc4 3年J五十嵐久弥氏、

K詳しい)

ζの争議K参加した人遠からの開き取りの仁科で、(女性岳人、男性岳人)最も共通していたのは

「食べていけ念い Jというととである。表 16 vc示されるよう f亡、争議参加者の腔営面積は狭〈、反

収は、その区毎の平均(雨献すは 1産-13窪までわかれている〉より低い人がほとんどである。ま

た、争議参加者のやには関差是小作人K対する優遇策の一つである、小作料のかからない土地をもって

いる人は一人もい念い。また、争議参加者の多い晶区、 5毘は納税成績は惑〈念っている。従って、

ζの争議は貧農的性格をもっていると私は結論つける。とれは、前述の旗手氏の研究とは違うので、

そのことK少し触れる。旗手氏は、昭和生年からの争議に関して、経営面積2-5町、村税 5-20 

円という中堅層が中心と念夕、彼らは永久小作料減免によって腔営拡大をねらった、としている。し

かし、新しい資料も加味する念ら、経営面積で 2町以下という農家はそれ自体少いし、(表3)、反

収や、小作料のかから ~v>土地の有無念どをヨ考えても、腔営拡大指向の争議とはいえ念い。指導者j蓄

の般営面積は大きいが、反収は低〈、また当時の指導者の娘だった人からの開き取TVCよると、やは

り、小作料のため飯米も残らなかったそうである。

次に争議参加者の鵠係について述べる。表17・18κ示されるようK、争議参加者の中に、親戚

関係の多いととがわかる。 Aグループの上月さん、 Bグループの大祭イトさんからは開きとタで篠か

めた。次に同郷性の問題である。表19VC示されるように、争議参加者の富山県出身者の割合は 8生

表 18 争議参加者の特徴

4 7戸中 39戸は雨献す、残りは妹背牛村

新類関係のある家表35参照、

A-①①①④ Bー①①①①①

C一⑬⑪⑬ Dー⑬⑬

家族(戸主の外の)も争議K参加している家

。は指導者

①①①①③①①⑪⑬⑬⑬⑬⑬⑬@@@@@@@  

@@  

。 西尾家の近隣(指導者〉 ⑬ 図 5参照

@@@@@@@①⑪  

親類関係、問郷性、近隣のいずれKもあてはまら念い家

@⑬@@  (出身地判明ぜず)

@@  

@@@  

@@@  

(出身地判明せず〉
}妹背牛村

婚をおめ、そのうち、下新川郡が多く念っている。雨帯す全体では表20VC示される通り念ので、や

はり、問郷柳作用していると思われる。近隣関係も問題となる。図 1の⑤は争議屈の幹部で、彼
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表19 争議参加者の出身地の特徴表

富山県出身者のうちわけ

下新川郡内山村
H 音、沢村 ::〕隣タ合った村

H 小揚戸村 1戸

H 舟見町 l戸

H 新選村 l戸

東砺波郡利賀村 5戸

沙流郡波葱村 s戸

富山県出身者

争議動日者
64.1% 

そのうち、下新川郡の占める割合

1 5 

2 4 
6 2. 5 % 

が組織したと恩われる農家は表 18 

K示されるようK、賄額をほとんど

組織している。 15は周囲の家κ比

べて移住して来た日は早い。とのう

ち@は聞きとりで確かめるととが

できた。以上のつながbのいずれに

もあてはまら念いのは表 181'(示し

たよう1'(1 2戸κすぎない。しかも

⑪~@までは、昭和 6 年からの
みの争議参加者である。昭和4年の

争議で小作人側が勝利して、参加者

の巾が広ったといえる。この点につ

いては、表 161'(示されるように、

民収の高い人が、昭和 8年の争議か 。仮し 1i設帯を lとして
ら参加しているととKもあてはまる。

また、争議参加者の、雨竜村K移住して来た日が明治 42年以降の家は、ぞれが判明している家の

7 5 %を占める。とのよう t亡、移住して来た日が遅いというととは、一方では謂墾小作人の特権にあ

ずから念いとと(明治 42年ではほぼ関懇は終っている)、他方では村の支配機構K組み込まれ切っ

てい念いととを示す。

表 20 雨献すt砕ける出身泉分布

l認を明治 計 割合槻
明治42

23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 ~大::iE2

新

苦言

潟 l 1 1 1 l 8 8 生 1 1 17 19.1% 40 

山 z 5 z 4 10 5 29 32.6% 66 

計 4 1 2 4島 $ 7 7 I 16 34 10 1 89 378 

(注)①明 22~明 3 3年は入瀬者で現雨竜在中の農家 「雨竜町史 JP 8 6~8 7 
@明晶 2~大 2 生存はとの関の移住者 雨竜町役場「雑併殺J

割合側

17.5% 

農学部大学院神沼健策氏作成

とのように、蜂須賀小作争議の概観のやから「食べていけ念い Jととを基盤K、親類、近燐、問郷

のつ念がりの中で、家族ぐるみで組織される鱒人の姿が明らかI'(~ったと考える。労働綿入は、労働

者と念るととκよって、家父長的家族関係から独立する条件を得、また個人として労働運動κ総織さ
れる。とのととを婦人問題としての視点からどう評価するのかを、全農婦人部のあゆみを概観する中

で明らかKする。

農民運動における婦人選動は関山県の自主的な婦人の遂動から始まる。 ζとでは婦人独自の要求が

とり上げられ、詞山県聯婦人部が早期K絵成された。しかし、当時の無産婦人選動の理論的到達点は

それK全面的tては答えるものでは念かった。日農になける婦人部の位置つけは、昭和 2年頃念された。

その基本点は、婦人部は特定iJ活動部隊として組織部の統制下K震かれ、婦人独自の要求は農民組合得
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人部では念〈、無産婦人間盟が行なう、というものである。無君主婦人間盟は昭和 2主手頃に関東¥'C1つ

できただけで、それも 1年で解散したわけだから、あま D現実的方針とはいえない。

乙のような到達点、をふまえながらも、蜂須賀小作争議女房自の歴史的意義は大きいものがあると恩

われる。

第 1¥'C、最も封建的といわれる農村婦人の関にrJ:;.範な自主的活動をつく b出した。

.第 2¥'C親類関係、同郷位、近隣のつ念がりの中で、個人としては組織されκ〈い婦人を「食べてい

け念い j切実念状況にもとずいて、臨iA¥'Cまさとみ、従来戸主究けの闘いになbがち念争議に家族ま

で参加を拡大し、それぞれの自主性を強めた。

第H亡、この関いの中で、青年女子の中から、地域や労働運動の指導者がうまれた。

第4κ、最左翼の全国会議派(臼農北聯〉として激しい弾圧をうけ念がら、日農中央からの指導や
援助もうけられ念い状態の中で創意あふれる闘いをくりひろげた。とくに分譲派農民のオルグは、争

議の激化の中でjレスκ念bがちであったが、婦人は彼等からも沢山のカンパを集めた。
第 5~亡、日農は何度も分裂をく b 返したとはいえ、女房団をつくるという組織方針が出る上で、全

国組織の存在は決定的であるということを、との争議は示している。

第 6~亡、このような前進磁をふまえつつも、岡山県藤田農場争議にみられたよう念、婦人問題とし

ての視点が蜂須賀小作争議¥'c:;j;~ける女房団、青年女子部tてはみられ念かったことは到達点としてふま

えねば念ら念い。

今後発展させるべき課題として、経済分析をさらに強める中で、 F尽替すへの移民後の部落内再編の

問題を深める必要はあるだろう。念事子、 ζの本論を作成する¥'C<bたって、研究室の先生方はもちろん、

五十嵐久弥氏、農学部大学鏡、神田健策氏Kはひとかたなら治会世話\'C~った ζ とをつけ加えてb き

たい。
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